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新潟県津南町

マ
イ
ナ
ン
バ
ー

　
　
　
カ
ー
ド

つ
く
っ
て
み
よ
う
！



つ な ん じ か ん

津南中学校卒業式

令和初の卒業式

60 名の卒業生が

これから新しい道を

進んでいきます

ご卒業おめでとうございます！



町では津南音声訳の会に広報つなんの音声訳を委託しています。
お聞きになりたいかたはホームページをご覧いただくか、詳しくは総務課（℡ 765-3112）までお問い合わせください。
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広報 4令和２年３月号

４
．証
明
書
用
写
真
機
で
つ
く
る

〈
申
請
手
順
〉

①
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
か
ら
「
個
人
番
号
カ
ー
ド
申

請
」
を
選
択
。

②
撮
影
用
の
料
金
を
投
入
し
て
、
交
付
申
請
書

の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に

か
ざ
す
。

③
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
、
必
要
事
項
を

入
力
。

④
画
面
の
案
内
に
し
た
が
っ
て
、
顔
写
真
を
撮

影
し
て
送
信
し
、
申
請
完
了
。

● 

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
記
載
さ
れ

た
顔
写
真
付
き
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
カ
ー
ド

で
す
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
ほ
か
に
、
氏
名
・
住

所
・
生
年
月
日
・
性
別
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
人
確
認
の
た
め
の
身
分
証
明
書
と
し
て
利

用
で
き
る
ほ
か
、
e-

T
a
x
に
よ
る
確
定
申

告
等
の
電
子
証
明
書
を
利
用
し
た
電
子
申
請
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
に
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
及
び
電
子

証
明
書
に
は
有
効
期
限
が
あ
り
ま
す
。）

● 

申
請
方
法

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得
す
る
た
め
に

は
申
請
を
す
る
必
要
が
あ
り
、
４
つ
の
申
請
方

法
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
方
法
や
申
請
に
必
要
な

も
の
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
つ
く
る

〈
申
請
手
順
〉

①
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
顔
写
真
を
撮
影
。

②
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
交
付
申
請
書
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
を
読
み
取
る
。

③
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
。

④
申
請
者
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
届

い
た
ら
、
顔
写
真
を
登
録
、
必
要
事
項
を
入

力
し
て
申
請
完
了
。

２
．パ
ソ
コ
ン
で
つ
く
る

〈
申
請
手
順
〉

①
カ
メ
ラ
で
顔
写
真
を
撮
影
。

②
申
請
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
で
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

を
登
録
。

③
申
請
者
専
用
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
が
届

い
た
ら
顔
写
真
を
登
録
、
必
要
事
項
を
入
力

し
て
申
請
完
了
。

３
．郵
便
で
つ
く
る

〈
申
請
手
順
〉

①
交
付
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
６
か

月
以
内
に
撮
影
し
た
顔
写
真
を
貼
り
付
け
て

郵
送
し
、
申
請
完
了
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

〈おもて面〉
おもて面は顔写真が付いて
いて、なりすましができない
ようになっています。対面で
の身分証明書として使用でき
ます。

〈うら面〉
うら面はＩＣチップが付いて
いて、自分を証明する情報が
入っています。オンラインで
の身分証明書として使用でき
ます。

必
要
な
も
の

●
交
付
申
請
書

●
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

●
顔
写
真
デ
ー
タ

必
要
な
も
の

●
交
付
申
請
書

●
証
明
写
真

　
（
６
か
月
以
内
に
撮
影
し
た
も
の
）

●
封
筒

　
　

 

交
付
申
請
書

　

す
べ
て
の
申
請
に
必
要
と
な
る
交
付
申

請
書
は
平
成
27
年
10
月
に
「
個
人
番
号

通
知
カ
ー
ド
」
と
一
緒
に
住
民
票
上
の
住

所
へ
送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。
紛
失
し
た
場

合
は
税
務
町
民
課
町
民
班
の
窓
口
で
再

発
行
で
き
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

必
要
な
も
の

●
交
付
申
請
書
に
記
載
し
て
あ
る
Ｉ
Ｄ

　
（
半
角
数
字
23
桁
）

●
パ
ソ
コ
ン

●
顔
写
真
デ
ー
タ

必
要
な
も
の

●
交
付
申
請
書

●
写
真
代

最寄りの
設置場所は

「イオン十日町店」

つ
く
っ
て
み
よ
う
！

特 
集
Topic

POINT

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
パ
ソ
コ
ン
申
請
」

で
検
索
!!



5 広報 令和２年３月号

● 

申
請
が
完
了
し
た
ら
・
・
・

　

申
請
後
、
内
容
に
不
備
が
な
か
っ
た
場
合
は

町
か
ら
「
受
取
案
内
」
を
お
送
り
し
ま
す
。
原

則
、
ご
本
人
が
案
内
に
記
載
の
必
要
書
類
等
を

持
参
し
て
、
税
務
町
民
課
町
民
班
の
窓
口
で
受

け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
活
用

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
取
得
以
外
に
も
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
は
さ
ま
ざ
ま
な
申
請
な
ど
に
活

用
で
き
ま
す
。
そ
の
一
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

１
．
本
人
確
認
の
際
の
身
分
証
明
書

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
提
示
と
本
人
確
認
が
同
時

に
必
要
な
場
面
で
は
、
こ
れ
１
枚
で
済
む
唯
一

の
カ
ー
ド
で
す
。

　

金
融
機
関
に
お
け
る
預
貯
金
口
座
開
設
や
パ

ス
ポ
ー
ト
の
新
規
発
給
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
利
用
で
き
ま
す
。

２
．
健
康
保
険
証

　

令
和
３
年
３
月
か
ら
健
康
保
険
証
と
し
て
も

順
次
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
す
。

　

窓
口
で
の
医
療
保
険
の
資
格
確
認
が
ス
ピ
ー

デ
ィ
に
で
き
る
よ
う
に
な
る
ほ
か
、
マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
で
自
分
の
医
療
費
情
報
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
な
る
（
令
和
３
年
秋
頃
予
定
）
な
ど
、

確
定
申
告
で
の
手
続
き
の
簡
素
化
も
期
待
で
き

ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
、
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

予
約
な
ど
に
関
す
る
設
定
支
援
窓
口
を
税
務
町

民
課
町
民
班
に
設
置
し
ま
す
。

　

大
変
混
み
合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

必
要
書
類

●
交
付
通
知
書

●
個
人
番
号
通
知
カ
ー
ド

※
通
知
カ
ー
ド
を
紛
失
し
た
場
合
は
紛
失
届
を

記
入
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
本
人
確
認
書
類

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
は
？

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
ポ

イ
ン
ト
制
度
で
す
。
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決

済
サ
ー
ビ
ス
（
〇
〇
Ｐ
ａ
ｙ
な
ど
）
で

チ
ャ
ー
ジ
や
買
い
物
を
す
る
こ
と
で
利
用

し
た
額
の
25
％
が
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
と
し

て
付
与
さ
れ
ま
す
。（
上
限
５
，
０
０
０

ポ
イ
ン
ト
）

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
は
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス

決
済
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
買
い
物
の
際

に
１
ポ
イ
ン
ト
１
円
と
し
て
使
え
ま
す
。

ポ
イ
ン
ト
の
取
得
方
法

①
ポ
イ
ン
ト
の
予
約

　

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
取
得
す
る
た
め
に

は
、
事
前
に
予
約
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
予
約
に
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

使
用
し
ま
す
。
予
約
に
つ
い
て
は
、「
マ

イ
キ
ー
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
」
で
検
索
し

て
く
だ
さ
い
。

　

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
専
用
ア
プ
リ
を

使
っ
て
予
約
を
し
ま
す
。（
対
応
機
種
の
み
）

・
Ａ
ｎ
ｄ
ｒ
ｏ
ｉ
ｄ
の
場
合

　

Ｇ
ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
で
「
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
ア
プ
リ
と
「
Ｊ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
利
用
者
ソ
フ
ト
」
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

・
ｉ
Ｐ
ｈ
ｏ
ｎ
ｅ
の
場
合

　

Ａ
ｐ
ｐ 

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
で
「
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
」
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス
ト
ー
ル

　

パ
ソ
コ
ン
に
対
応
す
る
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
ー
を
接
続
し
て
、「
マ
イ

キ
ー
Ｉ
Ｄ
作
成
・
登
録
準
備
ソ
フ
ト
」
を

イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
か
ら
予
約
を
し
ま
す
。

②
ポ
イ
ン
ト
の
申
し
込
み

　

利
用
す
る
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー

ビ
ス
を
１
つ
選
ん
で
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の

申
し
込
み
を
し
ま
す
。
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

の
取
得
期
間
は
令
和
２
年
９
月
か
ら
令
和

３
年
３
月
末
ま
で
で
す
。
な
お
、
ポ
イ
ン

ト
の
取
得
は
任
意
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を
利
用
で
き
る
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
決
済
サ
ー
ビ
ス
は
決
ま
り
し
だ
い
、

広
報
つ
な
ん
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

お
得
に
お
買
い
物
！

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

1
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
予
約

2
、パ
ソ
コ
ン
か
ら
予
約

マイナンバー PR キャラクター
マイナちゃん

マイナンバーカードが
届くまでおよそ１か月
ほどかかります。
申請はお早めに
お願いします。

令
和
２
年
７
月
〜

今
か
ら
で
き
ま
す

申請から
届くまでの間に
町外へ転出する
予定があるかたは
ご注意ください。



広報 6令和２年３月号

KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO KOKUHO
 KO

KU
HO
 K
OK
UH
O 
KO

KU
HO 

LETTER就職や
退職により

国

だ
よ
り

健康保険が変わったら
　 手続きはお早めに！

〇大学などへの進学が決まった場合（学生用保険証の交付）

〇大学などの卒業が決まった場合（学生用保険証の返却）

<学生用保険証の交付手続き>
（１） ４番窓口「税務町民課町民班」で転出届を提出する。
（２） ５番窓口「福祉保健課保険班」で学生用保険証への切り替えの届け出を行う。
必要なもの：① 学生であることが証明できるもの（在学証明書または学生証、入学前の場合は合格通知書）
　　　　　  ② 今までの国民健康保険証

<学生用保険証の返却手続き>
〇卒業や退学によって学生でなくなったとき
　必要なもの：認め印、学生用保険証
〇新しく別の健康保険に加入したとき
　必要なもの：新しく加入した健康保険証、認め印、学生用保険証
〇津南町へ戻った（転入した）とき
　必要なもの：認め印、学生用保険証

　就職・退職などで保険の種類が変わったときは、14 日以内に国民健康保険（国保）の加入・
脱退の手続きが必要です。（基本的に会社は代行してくれません）
※必要書類がそろわないなどの理由で、国保の加入、脱退の手続きが遅延する場合があります。
　その期間に病院にかかる際は、以前の健康保険証は使わずに、健康保険が切り替え予定であることを病院窓口にお伝

えください。

　津南町国保に加入しているかたで、進学を理由に町外に転出する場合、学生用保険証への切り替え手続き
を行うことで、引き続き津南町国保の保険証を使うことができます。学生用保険証は、右上に㊫と記載されます。

　津南町国保の学生用保険証をお持ちのかたで、今年３月に卒業予定のかたがいる世帯では、
進路に応じた手続きが必要となります。必要書類を確認のうえ、手続きをお願いします。

こんなとき 必要なもの

加
　
入

会社を退職したとき 退職日が確認できる書類
（離職票、資格喪失連絡票など）

扶養を取り消しになったとき 扶養取り消し日が確認できる書類
（資格喪失連絡票など）

任意継続が終了したとき 任意継続の喪失日が確認できる書類
（資格喪失連絡票）

脱
退

会社に就職したとき
家族の扶養になったとき 新しく加入した健康保険証または資格取得連絡票

そ
の
他

就学のために他市町村へ転出する
とき（国保のみ） 学生証など在学を確認できる書類、国保の保険証



7 広報 令和２年３月号

医療費
節約術 !

医療費が割り増しに！
　診療時間に注意しましょう

焦っている時
意外に

忘れがち!
「お薬手帳」を
 上手に使いましょう

　診療時間外や休日・深夜に受診した場合、右の表の
ように加算料金が掛かり負担する医療費も高くなりま
す。また病院の外来は、診療時間以外は職員の人数が
少ないので、かえって時間がかかったり、混乱の原因
となったりします。
　みなさんが、診療時間内に受診するメリットは次の
とおりです。
１．受診する患者さんへの安全な医療提供に繋がります。
２．受診する患者さんの医療費の負担が少なくて済みます。
３．医師をはじめとする医療従事者の負担軽減になります。

午後7時から
翌朝8時まで

時間外受診を迷ったときは、
　まず電話で相談しましょう

　医療機関に受診するまえに、電話で適切な対処法を教えてくれるサービスです。
　15 歳以上の大人が対象の相談電話（＃ 7119 か 025-284-7119）と 15 歳未満の子どもや赤ちゃんに関する専門
の電話番号（＃ 8000 か 025-288-2525）があります。
　どちらも、毎日午後 7 時から翌朝
８時まで、看護師がコールセンター
に詰めていて、相談に対して必要な
助言をしてくれます。また必要な場
合は、医師に連絡して確認を取った
うえで、皆さんに助言してくれます。

　お薬手帳には今までの病歴や使用した薬、アレルギーや副作用などの情報が載っています。
　同じ医療機関で処方されていれば、薬の重複や飲み合わせなどもチェックできますが、そうでなければ薬が増え
るだけ副作用や薬物有害事象のリスクも高まります。

資料：R2.3 現在

初診料 時間帯 加算料金 総　額

2,880円

時間外 850 円 3,730 円

休　日 2,500 円 5,380 円

深　夜 4,800 円 7,680 円

津南町（中魚沼地域）の休日一次救急診療センターが４月１日から
変わります！詳しくは次のページをご覧ください。
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N

十日町市役所

至 南魚沼市

至 上越市

段十ろう

十日町市本町通り
国道 117 号

県立十日町高校

県立
十日町病院医療福祉総合

センター
十日町高田郵便局

十日町駅
JR 飯山線／ほくほく線

十日町
警察署

国
道
２
５
３
号

至 

小
千
谷
市

場所は
こちら！

津
南
町
役
場
か
ら

　
　車
で
約
30
分

　

国
保
川
西
診
療
所
を
利
用
し
て
開
設
し
て
い

た
「
休
日
一
次
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー
」
は
４
月

５
日
㈰
か
ら
医
療
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
内
１
階

に
移
転
し
ま
す
。（
県
立
十
日
町
病
院
隣
）

　

休
日
一
次
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー
は
、
急
な
発

熱
や
体
調
不
良
な
ど
救
急
対
応
が
必
要
な
人
の

診
療
を
行
う
た
め
に
、
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
医

師
会
や
魚
沼
薬
剤
師
会
十
日
町
市
中
魚
沼
郡
支

部
を
は
じ
め
、
関
係
各
位
の
協
力
の
も
と
開
設

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
や
学
校
が
休
み
だ
か
ら
と
り
あ
え

ず
」、「
軽
症
だ
が
安
心
の
た
め
に
」
と
い
っ
た

急
を
要
し
な
い
受
診
は
控
え
ま
し
ょ
う
。

　

こ
う
い
っ
た
受
診
は
真
に
救
急
対
応
が
必
要

な
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
の

で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

救
急
医
療
を
守
る
た
め
に
…

◆
「
か
か
り
つ
け
医
」
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　
「
か
か
り
つ
け
医
」
の
お
医
者
さ
ん
な

ら
、
普
段
の
体
調
や
、
家
族
の
様
子
、
病

歴
な
ど
も
把
握
し
た
う
え
で
、
診
察
し
て

も
ら
え
ま
す
。

　

気
軽
に
何
で
も
相
談
で
き
る
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
持
ち
、
早
め
の
受
診
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

◆
体
調
が
悪
い
と
き
は
早
め
に
「
か
か
り

つ
け
医
」
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
は
、
重

症
化
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
医
療
費
の
抑
制

に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

◆
で
き
る
だ
け
昼
間
の
診
察
時
間
内
に

　

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

昼
間
の
診
療
時
間
内
な
ら
、
医
師
だ
け

で
は
な
く
、
看
護
師
、
検
査
技
師
、
薬
剤

師
な
ど
、
十
分
な
医

療
ス
タ
ッ
フ
が
そ

ろ
っ
て
い
ま
す
の

で
、
検
査
や
投
薬
な

ど
も
ス
ム
ー
ズ
に
受

け
ら
れ
ま
す
。

↑医療福祉総合センターの外観（十日町市提供）

↑休日一次救急診療センターの入り口（十日町市提供）

休
日
一
次
救
急
診
療
セ
ン
タ
ー

４
月
の
診
療
か
ら

十
日
町
市
の
医
療
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
内
で
行
い
ま
す

救
急
医
療
は
正
し
く
適
切
に

利
用
し
ま
し
ょ
う
！

４
月
５
日
㈰
移
転



いきいき
大好き
津南町
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新
潟
県
で
は
、
平
成
30
年
も
４
０
０
人
を
超
え
る
か
た
が
、
自
殺
で
亡
く
な
っ
て
お
り
、
自
殺
死

亡
率
は
全
国
ワ
ー
ス
ト
６
位
と
依
然
と
高
い
ま
ま
で
す
。
十
日
町
地
域
は
県
内
で
も
自
殺
者
の
割
合

が
高
く
、
自
殺
対
策
が
重
点
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
津
南
町
に
お
け
る
自
殺
者
は
年
に
よ
っ
て
異

な
り
ま
す
が
０
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

家
族
、
友
人
、
近
所
の
か
た
、
知
り
合
い
、
誰
も
が
自
ら
命
を
絶
つ
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
そ
れ

ぞ
れ
が
出
来
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

３
月
は
、自
殺
対
策
の
強
化
月
間
で
す
。

一
人
で
抱
え
込
ま
ず

　

ま
ず
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い

つ
ら
い
気
持
ち
を

　
　
　

抱
え
て
い
た
ら
…
。

　

「
つ
ら
い
」
「
悲
し
い
」
「
苦
し
い
」
「
生

き
て
い
て
も
し
か
た
が
な
い
」
と
思
っ
て
い
た

ら
そ
の
気
持
ち
を
言
葉
に
し
て
、
誰
か
に
伝
え

て
く
だ
さ
い
。

　

そ
う
す
れ
ば
少
し
気
持
ち
が
落
ち
着
い
て
き

ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
こ
と
は
、
私
た
ち
と
一
緒

に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

身
近
に
相
談
す
る
か
た
が
い
な
い
、
ど
こ
に

相
談
し
た
ら
よ
い
か
悩
ん
だ
ら
先
の
相
談
先
へ

連
絡
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◇
あ
な
た
の
悩
み
や
つ
ら
い
気
持
ち
を
う
か
が

い
ま
す
。

◇
う
つ
病
な
ど
こ
こ
ろ
の
病
気
が
も
と
に
な
っ

て
い
る
場
合
は
、
医
療
機
関
へ
の
連
絡
や
予

約
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

話
を
聞
い
た
ら
、

「
大
変
だ
っ
た
ね
」
と
ね
ぎ
ら
い
の

気
持
ち
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

最
後
に
、
専
門
家
が
対
応
す
る

相
談
窓
口
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
、

相
談
を
促
し
ま
し
ょ
う
。

〇
相
談
を
受
け
た
か
た
も
一
人
で
か
か
え
込

ま
ず
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
う
え

で
、
本
人
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
や
気
持

ち
を
理
解
し
て
く
れ
る
、
信
頼
で
き
る
家

族
、
友
人
、
上
司
と
い
っ
た
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
（
鍵
と
な
る
人
）
の
協
力
を
求
め
連
携

を
取
り
ま
し
ょ
う
。

◇
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
る
悩
み
を
整
理
し
、

解
決
に
向
け
た
相
談
が
で
き
る
よ
う
に
各

専
門
相
談
窓
口
に
つ
な
げ
る
お
手
伝
い
を

し
ま
す
。

■
十
日
町
地
域
振
興
局　

健
康
福
祉
部

　

℡
７
５
７
‐
２
４
０
２

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
津
南
町
役
場
福
祉
保
健
課　

健
康
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
中
越
地
域

　

い
の
ち
と
こ
こ
ろ
の
支
援
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
２
５
８
‐
８
８
‐
０
０
７
０

　

平
日　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

■
新
潟
県
こ
こ
ろ
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　

℡
０
５
７
０
‐
７
８
３
‐
０
２
５

　

３
６
５
日
・
24
時
間
対
応

相
談
を
受
け
て
で
き
る
事

「
あ
な
た
に
も
出
来
る

　

大
切
な
人
の
命
を
守
る
た
め
に
」

　

自
殺
に
つ
な
が
る
悩
み
は
「
健
康
の
こ
と
」

「
家
族
や
家
庭
の
こ
と
」
「
お
金
や
生
活
の
こ

と
」
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
が
い
く
つ
か
重
な
り
合
い
、
心
が
追
い
込

ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
で
自
殺
の
リ
ス
ク
は
高
く

な
り
ま
す
。

　

本
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
周
囲

の
皆
さ
ん
が
「
気
づ
き
」
「
相
談
先
に
つ
な
げ

る
」
こ
と
で
防
ぐ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

い
つ
も
と
違
う
様
子
に
気
づ
い
た
ら
、
勇
気

を
出
し
て
声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

「
ど
う
し
た
の
？
　
何
か
悩
ん
で
い
る
？

よ
か
っ
た
ら
話
し
て
み
て
」
な
ど
と

声
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

　話
を
聞
く
と
き
は

心
配
し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
、

相
手
の
考
え
を
否
定
せ
ず
に
尊
重
し
、

で
き
る
限
り
耳
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

今月は
瀧澤　章子
保健師
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か
わ
ら
ば
ん

暮らしの
情報満載

見
て
・
知
っ
て
・
得
を
す
る

　

令
和
２
年
２
月
１
日
か
ら
ガ
ソ
リ
ン
を
携
行

缶
で
購
入
・
販
売
す
る
際
の
法
律
が
変
わ
り
ま

し
た
。
容
器
で
ガ
ソ
リ
ン
を
購
入
す
る
時
に
従

業
員
か
ら
左
記
を
確
認
さ
れ
ま
す
。

⑴ 

身
分
証
に
よ
る
本
人
確
認

⑵ 

使
用
目
的
の
確
認

※
本
人
確
認
例

　

運
転
免
許
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、
パ

　

ス
ポ
ー
ト
な
ど

　

以
下
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
は
本
人

確
認
を
省
略
で
き
ま
す
。

⑴
既
に
本
人
確
認
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合

⑵
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
の
会
員
証
等
で
本
人
確

　

認
が
で
き
る
場
合

⑶
継
続
的
な
取
引
が
あ
り
、
氏
名
や
住
所
を
把

　

握
し
て
い
る
場
合

⑷
企
業
と
継
続
的
な
取
引
が
あ
り
、
写
真
付
き

　

の
社
員
証
が
提
示
さ
れ
て
い
る
場
合

■
お
問
い
合
わ
せ

　

十
日
町
地
域
消
防
本
部　

予
防
課
危
険
物
係

　

℡
７
５
７
‐
１
５
５
７

■
実
施
地
域

　

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
共
和
国
、イ
ル
ク
ー
ツ
ク
州
・

　

ブ
リ
ヤ
ー
ト
共
和
国
、ハ
バ
ロ
フ
ス
ク
地
方
・

　

ユ
ダ
ヤ
自
治
州
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
中
国
東

　

北
地
方
（
旧
満
州
地
区
全
域
）、東
部
ニ
ュ
ー

　

ギ
ニ
ア
、
沿
海
地
方
、
ビ
ス
マ
ー
ク
諸
島
、

　

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
、
フ
ィ
リ
ピ

　

ン
、
硫
黄
島

■
実
施
予
定
時
期

　

令
和
２
年
８
月
下
旬
〜
令
和
３
年
２
月
中
旬

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
御
遺
族
の
か
た
は
、
新

潟
県
福
祉
保
健
部
福
祉
保
健
課
援
護
恩
給
室
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

新
潟
県
福
祉
保
健
課　

援
護
恩
給
室

　

℡
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
１
８
０

　

町
で
は
高
齢
者
の
自
主
的
活
動
の
場
や
健
康

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ

だ
き
苑
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

■
場
所　

段
野
団
地

■
開
苑
時
間

　

４
月
１
日
〜
10
月
31
日
の
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
６
時

　
　

※
お
風
呂
は
午
後
５
時
30
分
ま
で

　

11
月
１
日
〜
３
月
31
日
の
間

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
ま
で

　
　

※
お
風
呂
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
休
日

・
毎
週
月
曜
日

・
12
月
28
日
〜
１
月
４
日
ま
で

■
利
用
者
の
範
囲

　

町
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
以
上
の
か
た
が

優
先
さ
れ
て
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

■
使
用
料

　

町
内
（
60
歳
以
上
） 

１
０
０
円

　

町
内
（
60
歳
未
満
） 

２
１
０
円

　

町
外　
　
　
　
　

 

３
１
０
円

　

※
冬
期
間
は
別
途
料
金

■
そ
の
他

　

高
齢
者
福
祉
相
談
員
が
心
配
や
悩
み
を
解
消

す
る
た
め
生
活
相
談
等
に
応
じ
ま
す
。

　

毎
週　

火
曜
日
と
金
曜
日

　

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

　

場
所　

そ
だ
き
苑
内　

１
階　

談
話
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　

福
祉
保
健
課　

福
祉
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
４

　

法
律
に
か
か
わ
る
問
題
、
悩
み
に
つ
い
て
、

弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
を
開
催
し
ま
す
。
相

談
料
は
無
料
で
、
お
ひ
と
り
（
一
組
）
30
分
ま

で
と
な
り
ま
す
。
一
人
で
悩
ま
ず
、
弁
護
士
さ

ん
に
相
談
す
る
機
会
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

事
前
申
し
込
み
と
な
り
ま
す
の
で
、
左
記
開

催
日
の
前
週
の
金
曜
日
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
な
お
、
定
員
に
達
し
し
だ
い
、
締
め
切

り
と
な
り
ま
す
。

■
開
催
日　

原
則
毎
月
第
２
水
曜
日

　

※
今
後
３
か
月
の
開
催
予
定
日

　

４
月
８
日
㈬
、
５
月
13
日
㈬
、
６
月
10
日
㈬

■
時
間　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

　
　
　
　
（
６
月
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
場
所　

津
南
町
役
場　

３
階

■
相
談
内
容　

借
金
、
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
、
不
動

産
、
交
通
事
故
、
労
務
問
題
、
相
続
、
離
婚
、

家
庭
内
ト
ラ
ブ
ル
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
の

ト
ラ
ブ
ル
、
悪
質
商
法
な
ど

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

税
務
町
民
課　

町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

く
ら
し

そ
だ
き
苑
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で
購
入

さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

旧
主
要
戦
域
に
お
け
る
慰
霊

巡
拝
事
業（
厚
生
労
働
省
主
催
）

弁
護
士
に
よ
る

無
料「
法
律
相
談
」

　

現
在
、
国
の
財
政
支
援
に
よ
り
、
津
南
町

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

商
品
券
を
お
持
ち
の
か
た
で
、
未
使
用
の
場

合
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
つ
ぎ
の
使
用

期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に
お
使
い
く
だ
さ
い
。

　

期
限
を
過
ぎ
た
場
合
、
無
効
と
な
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の

使
用
期
限
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春
う
ら
ら
か
な
風
の
な
か
、
二
十
歳
を
迎
え

た
皆
さ
ん
、
新
た
な
門
出
の
成
人
式
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、
平
成
11
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
12
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

か
た
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

■
開
催
期
日

　

５
月
３
日
㈰
憲
法
記
念
日

■
開
催
場
所

　

ニ
ュ
ー
・
グ
リ
ー
ン
ピ
ア
津
南

　

６
階
オ
ー
ロ
ラ

■
日
程

○
受
付
・
個
人
写
真
撮
影

　
　

午
後
１
時
〜
１
時
50
分

○
成
人
式
式
典

　
　

午
後
２
時
〜
２
時
45
分

○
記
念
撮
影

　
　

午
後
３
時
15
分
〜
３
時
40
分

○
記
念
パ
ー
テ
ィ
ー

　
　

午
後
４
時
〜
５
時
30
分

※
時
間
は
概
ね
の
予
定
で
す

■
送
迎
バ
ス

○
行
き　

午
後
０
時
30
分 

　

上
郷
ク
ロ
ー
ブ
座
（
旧
上
郷
中
）
入
口
国
道

　

沿
い
発

　

午
後
０
時
45
分　

役
場
正
面
玄
関
前
発

※
バ
ス
は
時
間
に
な
り
し
だ
い
出
発
し
ま
す
の

で
時
間
厳
守
で
お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
税
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
と
し
て
働
く
、
国
税
専
門
官
（
国
家
公

務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格

・
平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
の
者

・
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次

に
掲
げ
る
者

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和
３
年
３
月
ま

で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等
の
資
格
が

あ
る
と
認
め
る
者

■
申
込
み
方
法

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
（
原
則
）

⑴
受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
午
前
９
時
〜
４
月
８
日
㈬

　
（
受
信
有
効
）

⑵
申
込
方
法

　

次
の
ア
ド
レ
ス
に
ア
ク
セ
ス
し
、
説
明
に

従
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

　

http://w
w

w
.jinji-shiken.go.jp/juken.

htm
l

・
郵
送
ま
た
は
持
参
申
込
み
（
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
で
の
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
）

⑴
受
付
期
間

　

３
月
27
日
㈮
〜
３
月
30
日
㈪

　

※
通
信
日
付
印
有
効

⑵
申
込
込
方
法

　

希
望
す
る
第
１
次
試
験
地
に
対
応
す
る
国
税
局

○
帰
り　

午
後
５
時
45
分　

会
場
発

■
参
加
費

　

お
一
人　

２
，
０
０
０
円

　
（
当
日
受
付
で
お
支
払
い
く
だ
さ
い
）

★
成
人
式
の
該
当
者
に
は
案
内
は
が
き
を
送
付

済
み
で
す
。
返
信
は
が
き
で
出
欠
の
有
無
・

送
迎
バ
ス
利
用
の
有
無
等
を
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

★
万
一
、
町
内
に
お
住
ま
い
の
該
当
者
で
、
案

内
は
が
き
が
届
い
て
い
な
い
か
た
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
手
数
で
も
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
事
務
局

　

津
南
町
公
民
館　

℡
７
６
５
‐
３
１
３
４

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
情
勢
を
見
て
延
期

と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

延
期
と
な
っ
た
場
合
は
個
別
に
ご
連
絡
い
た

し
ま
す
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
の
使
用
期
限

　

３
月
31
日
㈫

■
商
品
券
が
使
え
る
お
店
・
事
業
所

　

町
内
約
３
２
０
の
お
店
・
事
業
所
で
使
え
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
る
か
、
総
務
課
企
画
財
政
班
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
購
入
対
象
者
に
は
、商
品
券
が
使
え
る
お
店
・

事
業
所
の
一
覧
を
購
入
引
換
券
送
付
時
に
同

封
し
て
お
り
ま
す
。（
昨
年
８
月
23
日
時
点

で
作
成
し
た
も
の
で
す
。
最
新
の
商
品
券
使

用
可
能
店
舗
に
つ
い
て
は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。）

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
財
政
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
２

募
　
集

国
税
専
門
官
募
集

　

当
院
整
形
外
科
外
来
で
は
、
診
療
待
ち
時
間

を
短
縮
す
る
た
め
完
全
予
約
制
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
初
診
の
か
た
、
予
約
の
な
い
再
診

の
か
た
は
事
前
に
お
電
話
を
し
て
予
約
を
お
取

り
く
だ
さ
い
。
緊
急
を
要
す
る
外
傷
な
ど
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
十
日
町
病
院
に
お

電
話
を
く
だ
さ
い
。

■
完
全
予
約
開
始
日

　

４
月
１
日
㈬

■
電
話
予
約
時
間

　

平
日　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時
30
分

■
連
絡
先

　

十
日
町
病
院　

℡
７
５
７
‐
５
５
６
６

県
立
十
日
町
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

～
二
十
歳
を
迎
え
た
皆
さ
ん
へ
～

津
南
町
成
人
式

↑昨年の成人式の様子
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ま
た
は
沖
縄
国
税
事
務
所
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
試
験
日

・
第
１
次
試
験
日

　

６
月
７
日
㈰

　

会
場　

新
潟
市
、
高
崎
市
、
さ
い
た
ま
市
ほ
か

・
第
２
次
試
験
日

　

７
月
８
日
㈬
〜
７
月
17
日
㈮
の
い
ず
れ
か
第

１
次
試
験
合
格
通
知
書
で
指
定
す
る
日
時

　

会
場　

さ
い
た
ま
市
ほ
か

■
お
問
い
合
わ
せ

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
に
関
す
る
問
合
せ

　

人
事
院
人
材
局
試
験
課

　

℡
０
３
‐
３
５
８
１
‐
５
３
１
１

・
右
記
以
外
の
問
合
せ

　

関
東
信
越
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
係

　

℡
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１

　

津
南
町
で
は
、
平
成
13
年
か
ら
「
寝
た
き
り

ゼ
ロ
運
動
」
と
し
て
健
骨
体
操
を
実
施
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
体
操
は
「
筋
肉
や
骨
を
丈
夫
に
す
る
運

動
」
と
、
認
知
症
に
な
ら
な
い
よ
う
「
脳
を
活

性
化
す
る
運
動
」
を
し
て
い
ま
す
。
現
在
町
内

32
集
落
の
公
民
館
等
で
研
修
を
積
ん
だ
イ
ン
ス

ト
ラ
ク
タ
ー
の
指
導
の
下
、
運
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

あ
な
た
の
元
気
が
津
南
町
の
元
気
で
す
。
一

緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
対
象
者

・
津
南
町
に
住
ん
で
い
る
か
た

・
会
場
ま
で
自
分
で
来
る
こ
と
が
で
き
る
か
た

■
実
施
場
所
等

・
場
所　

下
記
の
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い

・
参
加
費　

１
回　

３
０
０
円

※
初
め
て
の
か
た
は
無
料
で
体
験
が
で
き
ま
す
。

・
持
ち
物　

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
参
加
費

■
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
先

　

総
合
セ
ン
タ
ー
内　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
ａ
ｐ

　

℡
７
６
５
‐
５
７
７
６

※
初
め
て
参
加
さ
れ
る
か
た
や
詳
し
く
聞
き
た

い
か
た
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

中
井
菜
央
写
真
展
の
内
装
に
用
い
る
木
材
を

探
し
て
い
ま
す
。

１
．
細
木
・
は
ざ
か
け　

直
径
５
〜
20
㎝
（
あ

る
い
は
太
さ
一
辺
５
〜
20
㎝
）

　
　

長
さ
１
０
０
㎝
以
上

※
古
材
で
お
願
い
し
ま
す
。

２
．
板
材
（
雪
囲
い
板
）　

幅
10
㎝
以
上

　
　

長
さ
１
０
０
㎝
以
上　

厚
さ
１
〜
３
㎝

※
杉
や
松
な
ど
の
安
価
な
素
材
で
経
年
や
野
ざ

ら
し
で
古
び
た
味
わ
い
と
な
っ
た
無
垢
材
。

４
月
上
旬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

農
と
縄
文
の
体
験
実
習
館
「
な
じ
ょ
も
ん
」

　

℡
７
６
５
‐
５
５
１
１
（
担
当
：
瀧
澤
）

令
和
２
年
度 「
健
骨
体
操
」

新
規
参
加
者
募
集

無
用
な
木
材（
古
材
・
廃
材
）の

無
償
提
供
の
お
願
い

地区 実施会場 曜日 開催間隔 時　　間 そ の 他

下
船
渡

上　　段 金 第1・第3    9：00～10：00 12月～3月は 
9：30～10：30

十二ノ木 火 第1・第3 13：30～14：30
卯 之 木 金 毎　週 10：30～11：30
正　　面 木 第2・第4 10：00～11：00

総合センター 水 隔　週 13：15～14：15
割　　野 火 毎　週 10：00～11：00

大 割 野
区民会館 水 毎　週 10：00～11：00 6月～12月は 

15：30～16：30

美 雪 町 金 第2・第4 15：00～16：00
貝　　坂 水 毎　週 10：00～11：00
米　　原 水 毎　週 13：30～14：30

外
　
丸

押　　付 火 毎　週 10：00～11：00
小　　島 水 毎　週    9：30～10：30
外　　丸 火 毎　週 13：30～14：30

辰 ノ 口 水 第2・第4    9：30～10：30 1月～3月は 
10：00～11：00

鹿　　渡 水 第1・第3 13：30～14：30

地区 実施会場 曜日 開催間隔 時　　間 そ の 他

上
　
郷

大 井 平 金 毎　週 13：30～14：30
宮 野 原 月 隔　週 13：30～14：30

加用／百ノ木 月 毎　週
（冬期間）

14：00～15：00 12月～3月実施 
隔週で会場を変更

羽　　倉 水 毎　週    9：00～10：00 11～3月は 
9：30～10：30

寺　　石 火 毎　週    9：30～10：30 1～2月は休み

中　　子 月 毎　週
（冬期間）

13：30～14：30 11月～4月実施

芦
ヶ
崎

城　　原 水 毎　週
（冬期間）

13：30～14：30 11月～3月
実施

相　　吉 木 毎　週
（冬期間）

14：00～15：00 11月～4月
実施

谷　　内 木 毎　週
（冬期間）

   9：30～10：30 12月～4月
第2週まで実施

赤　　沢 木 毎　週 10：00～11：00 7月～9月 
9：00～10：00

秋
　
成

秋　　成 火 毎　週 15：00～16：00
反 里 口 火 毎　週  9：30～10：30
太田新田 金 毎　週 13：30～14：30
大 赤 沢 不定期・月2回 15：15～16：15

中
深
見

中 深 見 木 毎　週    9：30～10：30
船　　山 火 毎　週 10：00～11：00

船山新田 水 毎　週 
（第３休み）

20：00～21：00 夜に実施

町内32会場の健骨体操教室はこちらです

※開催間隔の隔週とは2週間に1回のことをいいます。
※実施会場は、それぞれの公民館や集落センター等で行っています。
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新型コロナウイルス感染症の
対応について

　津南町では、新型コロナウイルス感染症の国内での感染状況を踏まえ、対策をより迅速かつ的確に推進し、町内で
の感染を防止するため、令和２年２月26日㈬に「津南町新型コロナウイルス感染症警戒本部」を立ち上げました。また、
県内での感染状況を踏まえ、令和２年３月６日㈮に「津南町新型コロナウイルス感染症対策本部」を設置しています。
　令和２年３月 12 日㈭現在、県内での感染者は 14 名となっています。引き続き、咳エチケットや衛生的な手洗い
に努め、感染予防をお願いいたします。
　なお、現在の新型コロナウイルスの相談体制は以下のとおりとなります。

新型コロナウイルス感染症情報による心の変化について
　連日の感染症の報道や各種集会、会食などの見合わせ等により、不安になったり気持ちが
滅入ったりすることがあります。こうした心の変化は自然なことで、次第に落ち着いてくる
といわれています。
　そのため過度に心配せず、生活リズムを整えて適度な運動、睡眠をとるようにしましょう。
　もし、「不安で眠れない」、「食欲がなく、食べられない」などの症状が 10 日以上続くよう
でしたら、ご相談ください。
■お問い合わせ　福祉保健課　健康班　TEL：765-3114

津南町新型コロナウイルス感染症対策本部　TEL：765-3111

令和２年３月12日現在

〇症状がないかたや、どこに相談したらよいか迷ったかたの相談を受ける窓口です。
【平　　　日】午前８時30分～午後５時00分
　TEL：025-282-1754
　聴覚や言語に障がいのあるかたには次の方法で受付をしています。
　FAX：025-282-1640　　メール：ngt130040@pref.niigata.lg.jp

新潟県新型コロナウイルス感染症コールセンター

〇新型コロナウイルス感染症に関する一般相談窓口です。
十日町保健所
【平　　　日】午前８時30分～午後５時15分
【土・日・祝】午前９時00分～午後５時00分
　TEL：757-2401

一般相談窓口

〇新型コロナウイルス感染症の感染が疑われるかたの相談窓口です。
十日町保健所
【平　　　日】午前８時30分～午後５時15分
【土・日・祝】午前９時30分～午後５時00分
　TEL：757-2401
【夜　　　間】（緊急連絡先）
　TEL：757-6346
　※警備員室につながります。電話番号をお伝えいただき、担当から折り返しご連絡します。

新潟県 「新型コロナウイルス感染症 帰国者・接触者相談センター」
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農
業
の

知
識

豆

■お問い合わせ　地域振興課農林班　TEL765-3115

　

令
和
４
年
度
に
津
南
町
で
開
催
さ
れ
る「
米
・

食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
」の
開
催
に
向
け
、

一
層
の
津
南
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
食
味
・
品
質
向

上
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
令
和
２
年
11
月
27
日
か
ら
28
日
に
静

岡
県
小
山
町
で
開
催
さ
れ
る
コ
ン
ク
ー
ル
に
出

品
し
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
最
高
賞
の
金
賞
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

　

津
南
町
で
は
、
米
の
食
味
品
質
向
上
対
策
と

し
て
次
の
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

１
．米
・
食
味
向
上
対
策
事
業（
新
規
）

⑴
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大

　

会
出
品
費
補
助
事
業

　

令
和
２
年
度
の
「
第
22
回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
in
静
岡
県
小
山
町
」

に
出
品
し
た
農
業
者
を
対
象
に
出
品
費
の
１
／
２

を
補
助
し
ま
す
。

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
稼
げ
る
・
暮
ら
し
て
い
け
る
農
業
の
実
現
、
新
た
な
園
芸
品
目
の
導
入
及
び

農
業
林
業
全
体
の
振
興
と
商
工
業
・
観
光
業
の
振
興
、
観
光
地
域
づ
く
り
、
ジ
オ
パ
ー
ク
、
移
住
・

定
住
及
び
企
業
誘
致
に
さ
ら
に
取
り
組
む
た
め
に
、
現
在
の
「
地
域
振
興
課
」
が
新
た
に
「
農
林
振

興
課
」
と
「
観
光
地
域
づ
く
り
課
」
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
の
業
務
内
容
を
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

◆
農 

林 

班

〈
業
務
内
容
〉

⑴
農
業
委
員
会
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
農
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
畜
産
及
び
水
産
の
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

　

⑷
林
業
及
び
特
用
林
産
物
振
興
に
関
す
る

こ
と
。

〈
連
絡
先
〉

　

℡　

７
６
５
‐
３
１
１
５

　

Mail　

norin@
tow

n.tsunan.niigata.jp

◆
商
工
観
光
班

〈
業
務
内
容
〉

⑴
商
工
観
光
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
観
光
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
鉱
工
業
振
興
に
関
す
る
こ
と
。

◆
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
室

〈
業
務
内
容
〉

⑴
グ
リ
ー
ン
・
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
こ
と
。

⑵
交
流
、
体
験
活
動
に
関
す
る
こ
と
。

⑶
定
住
促
進
に
関
す
る
こ
と
。

⑷
観
光
地
域
づ
く
り
に
関
す
る
こ
と
。

〈
連
絡
先
〉

　

℡　

７
６
５
‐
５
４
５
４

　

Mail　

chiiki@
tow

n.tsunan.niigata.jp

⑵
津
南
町
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル

　
（
プ
レ
大
会
）

　

令
和
２
年
度
の
「
第
22
回
米
・
食
味
分
析
鑑

定
コ
ン
ク
ー
ル
：
国
際
大
会
in
静
岡
県
小
山
町
」

に
出
品
し
た
津
南
町
内
の
農
業
者
を
対
象
に
、

コ
ン
ク
ー
ル
分
析
結
果
か
ら
ノ
ミ
ネ
ー
ト
者
を

選
出
し
、
食
味
審
査
を
実
施
し
て
上
位
者
を
表

彰
し
ま
す
。

　

金
賞
２
名
、
特
別
優
秀
賞
３
名
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

２
．
水
田
の
土
づ
く
り
補
助
事
業

　
　
（
継
続
）

　

津
南
町
農
業
協
同
組
合
、
㈱
大
阪
屋
商
店
、

㈱
ご
は
ん
、
㈲
イ
タ
バ
、
名
地
農
機
㈱
で
町
が

指
定
す
る
１
０
０
％
有
機
肥
料
を
購
入
し
た
農

業
者
に
対
し
、
購
入
額
（
税
抜
）
の
１
／
３
を

補
助
し
ま
す
。

３
．
津
南
町
認
証
米
制
度
（
継
続
）

⑴
栽
培
基
準
：
特
別
栽
培
米
（
慣
行
の
50
％
以

上
の
減
農
薬
減
化
学
肥
料
栽
培
）

⑵
品
質
基
準
：
１
等
米
、
1.9
㎜
以
上
の
網
目
使

用
、
タ
ン
パ
ク
値
5.0
～
6.0
％

⑶
そ
の
他
基
準
：
栽
培
履
歴
の
確
認
、
畦
畔
の

適
切
な
除
草
、
土
づ
く
り
資
材
等
の
施
用

　

⑴
〜
⑶
の
取
組
面
積
に
対
し
て
10
ａ
当
た
り

　

２
，
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

令
和
４
年
度 「
米
・
食
味
分
析
鑑
定

コ
ン
ク
ー
ル
」 

開
催
決
定
！

～
コ
ン
ク
ー
ル
を
契
機
と
し
た
品
質
・
食
味
向
上
対
策
～

〇
米
・
食
味
分
析
鑑
定
コ
ン
ク
ー
ル
：

　

国
際
大
会
と
は

　

米
・
食
味
鑑
定
協
会
が
主
催
す
る
国
内

最
大
規
模
（
全
国
か
ら
５
，
０
０
０
点
を

超
え
る
出
品
）
の
米
品
評
会
で
す
。

　

金
賞
が
最
高
賞
と
な
っ
て
お
り
、
津
南

町
の
農
業
者
で
過
去
に
５
年
連
続
で
受
賞

し
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
褒
賞
を
授
与
さ
れ
た

か
た
も
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度
の
津
南
町
役
場
事
務
機
構

図
に
つ
い
て
は
、
広
報
つ
な
ん
４
月
20
日

号
と
一
緒
に
配
布
い
た
し
ま
す
。

津
南
町
役
場

機

改
構

革

農
林
振
興
課

観
光
地
域
づ
く
り
課
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秋
山
郷
地
区
：
石
田
で
す
。

　

津
南
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
秋
山
郷
地

区
の
担
当
と
し
て
活
動
し
て
き
ま
し
た
が
、令

和
２
年
３
月
い
っ
ぱ
い
で
協
力
隊
を
退
任
し

ま
す
。ご
存
じ
の
か
た
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思

い
ま
す
が
、４
月
以
降
も
結
東
で
お
家
を
借
り

て
秋
山
郷
で
暮
ら
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
28
年
10
月
下
旬
に
旅
行
で
初
め
て
秋

山
郷
を
訪
れ
、平
成
29
年
４
月
に
着
任
し
て

か
ら
早
３
年
が
経
ち
ま
し
た
。お
米
の
こ
と
、

畑
の
こ
と
、山
菜
の
こ
と
、山
仕
事
の
こ
と
、祭

礼
の
こ
と
、小
正
月
の
こ
と
、街
道
の
こ
と
、水

路
の
こ
と
、キ
ノ
コ
の
こ
と
、狩
猟
の
こ
と
、薪

の
こ
と
、雪
の
こ
と
、昔
の
こ
と
、こ
こ
に
は
書

き
き
れ
な
い
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
地
域
の
か
た

が
た
に
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。地
域
の
か

た
が
た
の
教
え
が
な
け
れ
ば
、こ
こ
で
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
は
難
し
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。楽

し
い
こ
と
、嬉
し
い
こ
と
も
あ
れ
ば
、悲
し
い
こ

と
、悩
ん
だ
り
怒
っ
た
り
す
る
こ
と
も
も
ち
ろ

ん
あ
り
ま
し
た
。今
の
自
分
が
あ
る
の
は
、自

分
に
関
わ
っ
て
く
れ
た
全
て
の
か
た
が
た
の
お

か
げ
で
す
。本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

（
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
言
葉
だ
け
で
は
言

い
表
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。）

　

今
後
に
つ
い
て
で
す
が
、現
段
階
で
は
こ
こ

で
は
っ
き
り
と
お
伝
え
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。ご
め
ん
な
さ
い
。で
き
る
こ
と
な
ら
ば
秋

山
郷
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、こ
こ
で
の
暮

ら
し
が
仕
事
に
な
っ
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

現
実
は
本
当
に
厳
し
い
で
す
が
、理
想
が
現
実

に
な
る
よ
う
に
地
道
に
努
力
は
続
け
た
い
と

思
い
ま
す
。実
は
、最
近
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
皮
を

な
め
し
て
お
り
ま
し
て
、革
の
製
品
を
作
成
中

で
す
。皮
な
め
し
の
経
験
を
積
ん
で
技
術
を
高

め
、な
め
し
た
皮
を
革
製
品
と
し
て
販
売
な
ど

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、津
南
町
に
移
住
し
た
経
験
を
活
か
し
、津

南
町
へ
の
移
住
希
望
者
の
相
談
・
サ
ポ
ー
ト
、

移
住
定
住
イ
ベ
ン
ト
や
セ
ミ
ナ
ー
の
参
加
、三

箇
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
地
域
の
体

験
ツ
ア
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
秋
山
郷

地
区
で
も
行
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、ま
た
お
茶
飲
み
に
行
き
ま
す
。

そ
し
て
、ま
た
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
教
え
て
く
だ

さ
い
。今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

地
域
お
こ
し
協
力
隊
だ
よ
り

わ
た
し
の
健
康
づ
く
り

辰
ノ
口　

高
橋
道
子
さ
ん（
70
歳
）

　

私
は
50
代
半
ば
に
重
度
の
「
体
調
不

良
」
に
陥
り
ま
し
た
。

　

今
思
う
に
は
、
長
年
勤
め
た
営
業
所

の
閉
鎖
で
失
職
す
る
こ
と
に
な
り
、
そ
こ

へ
夫
の
定
年
退
職
と
、
か
わ
い
が
っ
て
く

れ
た
伯
母
と
母
の
死
、
初
孫
の
誕
生
を

喜
ん
だ
も
の
の
そ
の
後
わ
ず
か
で
子
ど

も
の
離
婚
、
夫
と
自
分
の
再
就
職
等
が

短
期
間
に
重
な
っ
た
こ
と
で
、
心
が
悲

鳴
を
上
げ
た
結
果
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
、
仕
事
を
や
め
て
、
孫
の
成

長
を
手
助
け
す
る
こ
と
と
、
温
泉
め
ぐ

り
を
す
る
こ
と
で
徐
々
に
気
力
を
養
っ
て
い
き

ま
し
た
。
温
泉
は
、
会
員
に
な
っ
て
今
で
も

家
族
で
毎
日
行
っ
て
い
ま
す
。

　

60
歳
に
な
り
、
町
の
水
中
運
動
教
室
と
辰

ノ
口
公
民
館
を
会
場
に
行
っ
て
い
る
健
骨
体

操
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
元
気
が
出
て

き
ま
し
た
。
今
は
、
タ
オ
ル
た
た
み
、
老
人

給
食
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
の
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

に
入
会
し
、
食
推
と
し
て
、
研
修
等
で
学
ん

だ
こ
と
を
年
２
回
集
落
で
地
区
伝
達
講
習
を

行
っ
た
り
、
食
育
推
進
の
活
動
や
健
康
ま
つ

り
、
保
育
園
の
親
子
ク
ッ
キ
ン
グ
の
お
手
伝
い

等
を
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
だ
体
調
は
1
0
0
％
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
家
族
の
支
え
が
あ
る
こ
と
で
、
今
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
三
昧
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
て

い
る
の
だ
と
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

お
か
げ
で
水
中
運
動
教
室
や
食
生
活
改
善
推

進
委
員
の
活
動
に
も
約
10
年
間
ほ
と
ん
ど
休

ま
ず
に
参
加
で
き
て
い
ま
す
。

　

か
ら
だ
は
自
分
の
口
で
食
べ
た
物
で
成
り

立
っ
て
い
る
の
で
、
歯
の
ケ
ア
を
し
て
、
旬

の
野
菜
、
肉
、
魚
等
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
食
べ
、

仲
間
と
楽
し
く
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
い
ま
す
。

健康づくり健康づくり ア・ラ・カルトア・ラ・カルト
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別
べっ

冊
さつ

宝
たから

島
じま

編
へん

集
しゅう

部
ぶ

『大水害「安全対策」完全ガイドブック』

近年起こった水害について、さまざまな地域の
被害や対策をまとめた本。日頃から備えるべき
対策や、実際に災害が起きた時のマニュアルな
どの役立つ内容が数多く掲載されています。

【大人の本】
●『男の子・女の子ハッピー名前事典』 ……………西

せい

東
とう

社
しゃ

●『縄文文化が日本人の未来を拓く』 …………小
こ

林
ばやし

達
たつ

雄
お

●『カワイイ！がいっぱいフェルトのマスコット』
 ………………………………………………………………………………ブティック社
●『一生に一度は見たい日本の国宝100選』
 ………………………………………………………………………………………………宝

たから

島
じま

社
しゃ

●『イマジン？』 …………………………………………………………有
あり

川
かわ

ひろ
●『清

せい

明
めい

（隠
いん

蔽
ぺい

捜
そう

査
さ

８）』 ………………………………………………今
こん

野
の

敏
びん

●『猫
ねこ

君
ぎみ

』 ………………………………………………………………………………畠
はたけ

中
なか

恵
めぐみ

●『海の十字架』 ……………………………………………………安
あ

部
べ

龍
りゅう

太
た

郎
ろう

【子どもの本】 
●『ドラえもん科学ワールド　未来のくらし』
 ………………………………………………………………………………………………小

しょう

学
がく

館
かん

●『コウペンちゃんといっしょに学ぶ
　小学生の四字熟語』………………………………… KADOKAWA
●『鬼遊び４』 ………………………………………………………………廣

ひろ

嶋
しま

玲
れい

子
こ

●『ようかいとりものちょう11』 …………………大
おお

崎
さき

悌
てい

造
ぞう

【絵本】 
●『もしものせかい』 …………………………ヨシタケシンスケ
●『ぼくたちのきせき』 ………………………………中

なか

川
がわ

ひろたか
●『こちょこちょこちょ』 ………………………………日

ひの

隈
くま

みさき
●『映画きかんしゃトーマス　チャオ！とんでうたって

ディスカバリー‼』 ………………………………………………ポプラ社

※新刊は毎月20日ごろに棚に並びます。入りたての時期
は貸出が集中しやすいので、予約申込みもご利用くだ
さい。

４
月
か
ら

返
却
期
限
日
の
通
知
方
法
が

レ
シ
ー
ト
だ
け
に
な
り
ま
す
。

　

以
前
か
ら
お
知
ら
せ
し
て
い
る
と
お
り
、

貸
出
図
書
の
返
却
日
を
印
字
し
て
い
る

「
返へ
ん

却き
ゃ
く

期き

限げ
ん

日び

票ひ
ょ
う

」の
使
用
を
、３
月
31
日

を
も
っ
て
終
了
し
ま
す
。

　

４
月
か
ら
は
返
却
期
限
日
を
知
り
た
い

場
合
は
、貸
出
時
に
渡
す
レ
シ
ー
ト
を
ご

覧
い
た
だ
く
か
、図
書
室
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、レ
シ
ー
ト
に
は
返
却
期
限
日
だ

け
で
な
く
貸
出
冊
数
と
図
書
の
題
名
も

載
っ
て
い
ま
す
。「
返
却
前
に
全
部
揃
っ
て

い
る
か
の
確
認
」や
、レ
シ
ー
ト
を
ノ
ー
ト

に
貼
る
こ
と
で「
こ
れ
ま
で
借
り
た
履
歴

を
確
認
」と
い
っ
た
使
い
方
も
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
個
人
情
報
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、し
お
り

の
代
わ
り
に
本
に
挟
ん
で
使
用
す
る
場
合
に
は
、

返
却
の
際
に
抜
き
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

・
・
・
よ
く
あ
る
質
問
・
・
・

～
相そ
う

互ご

貸た
い

借し
ゃ
く

サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
～

　

リ
ク
エ
ス
ト
の
あ
っ
た
本
を
、県
内
の

ほ
か
の
公
立
図
書
館
か
ら
取
り
寄
せ
て
利

用
者
に
貸
し
出
す「
相
互
貸
借
サ
ー
ビ
ス
」

に
つ
い
て
、よ
く
あ
る
質
問
を
ま
と
め
て

み
ま
し
た
。

Ｑ
．リ
ク
エ
ス
ト
の
や
り
方
は
？

Ａ
．図
書
室
に
置
い
て
あ
る「
リ
ク
エ
ス
ト

カ
ー
ド
」に
記
入
し
、窓
口
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。お
電
話
な
ど
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
が
、別
の
図
書
と

の
間
違
い
な
ど
が
起
こ
り
や
す
い
た

め
、で
き
る
だ
け
カ
ー
ド
の
記
入
を

お
願
い
し
ま
す
。

Ｑ
．利
用
に
料
金
は
か
か
り
ま
す
か
？

Ａ
．無
料
で
利
用
可
能
で
す
。

Ｑ
．本
を
リ
ク
エ
ス
ト
し
て
か
ら
ど
れ
く

ら
い
で
本
が
届
き
ま
す
か
？

Ａ
．依
頼
先
の
図
書
館
側
の
事
情
に
よ
っ

て
変
わ
り
ま
す
。早
け
れ
ば
数
日
以

内
に
届
く
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、貸

出
中
や
人
気
の
本
な
ど
の
場
合
に
は

半
年
以
上
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。

Ｑ
．貸
出
期
間
は
？

Ａ
．約
３
週
間
で
す
。た
だ
し
、依
頼
先
の

図
書
館
へ
の
返
却
日
が
決
ま
っ
て
い

る
た
め
、受
け
取
り
に
来
る
の
が
遅

れ
た
場
合
は
そ
の
分
貸
出
期
間
が
短

く
な
り
ま
す
。期
間
の
延
長
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
．公
民
館
図
書
室
の
本
を
６
冊
借
り
て

い
て
も
利
用
可
能
で
す
か
？

Ａ
．可
能
で
す
。本
の
届
く
タ
イ
ミ
ン
グ

や
返
却
期
限
を
調
整
で
き
な
い
の
で
、

通
常
の
冊
数
に
含
ま
ず
に
貸
し
出
し

し
ま
す
。

・
・
・
図
書
室
の
基
本
情
報
・
・
・

■
開
室
時
間　

平　

日　

９
時
〜
18
時

　
　
　
　
　
　

土
日
祝　

８
時
30
分
〜
17
時

■
休
館
日　

３
月
30
日
㈪
、４
月
27
日
㈪

■
貸
出
冊
数　

１
人
に
つ
き
６
冊
ま
で

■
貸
出
期
間　

２
週
間
。予
約
が
な
い
場

合
に
限
り
２
週
間
延
長
可
能
。

広報ライブラリー
今月の１冊

３月 −弥
や

生
よ い

−

３月の新着図書（HPでも検索できます）
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つ
な
ん
の
文
芸

砂
丘

着き

ぬ
服ふ
く

を
蘇よ
み
が
え

ら
せ
る
リ
メ
イ
ク
の

ポ
ー
チ
作づ
く

り
に
ひ
と
ひ
が
終お

わ
る	

北
村
ま
さ
子

目め

の
前ま
え

の
自し

が
妻つ
ま

を
「
知し

ら
な
い
」
と
い
う

父ち
ち

の
ボ
ケ
進す
す

み
た
る
を
悲か
な

し
く
見み

つ
む	

小
島
香
代
子

ま
た
ひ
と
つ
村む
ら

の
家か

屋お
く

が
壊こ
わ

さ
れ
る

寂さ
び

し
さ
越こ

え
て
危き

機き

を
感か
ん

じ
る	

江
村
大
輔

あ
り
し
日ひ

の
母は
は

が
植う

え
た
る
沈じ
ん

丁ち
ょ
う

花げ

三さ
ん

十じ
ゅ
う

五ご

年ね
ん

間か
ん

匂に
お

い
く
れ
た
る	
石
橋
寿
子

晴ば

れ
の
朝あ
さ

残ざ
ん

雪せ
つ

の
上う
え

を
凍し

み
渡わ
た

り

見み

渡わ
た

す
限か
ぎ

り
吾わ
れ

の
道み
ち

な
り	

津
端
恵
子

目め

の
前ま
え

の
譲ゆ
ず

ら
れ
し
席せ
き

は
誰た

が
た
め
か

ち
ら
り
周ま
わ

り
を
伺う
か
が

い
て
み
る	

貝
澤
圭
子

応お
う

募ぼ

し
た
ク
イ
ズ
に
当あ

た
り
贈お
く

ら
れ
来き

し

『
良り
ょ
う

寛か
ん

』
を
わ
れ
は
読よ

み
始は
じ

め
た
り	

関
谷
郁
子

手て

作づ
く

り
の
御お

節せ
ち

の
上う
え

に
娘こ

の
持も

ち
来こ

し

「
令れ
い

和わ

」
の
金き
ん

箔ぱ
く

飾か
ざ

り
て
華は
な

や
ぐ	

恩
田
久
美
子

昨よ

夜べ

の
風ふ
う

雨う

セ
ー
ジ
の
花は
な

枝え
だ

乱み
だ

せ
る
を

義ぎ

母ぼ

は
ベ
ッ
ド
に
案あ
ん

じ
て
い
た
り	

丸
山
直
子

た
そ
が
れ
の
雲く
も

流な
が

れ
ゆ
き
眉ま
ゆ

月づ
き

と

長ゆ
う

庚づ
つ

連つ

れ
立た

つ
ご
と
く
現あ
ら
わ

る	

小
野
寺
恒
代

岩
す
げ
俳
句
会
（
二
月
）

そ
の
奥お
く

に
な
ほ
水み
づ

鳴な

り
て
滝た
き

凍こ
ほ

る	

房
　
良

こ
た
つ
寝ね

や
「
長な
が

生い

き
」
の
本ほ
ん

半は
ん

開び
ら

き	

千
年
雄

湯ゆ

豆ど
う

腐ふ

を
独ひ
と

り
で
突つ
つ

く
灯ひ

の
暗く
ら

し	

芳
　
司

氷つ

柱ら
ら

な
き
年と
し

は
初は
じ

め
て
軒の
き

雀す
ず
め	

渡
　
舟

雛ひ
な

飾か
ざ

る
場ば

所し
ょ

を
探さ
が

し
て
日ひ

の
暮く

る
る	

冬
詩
子

路ろ

地ぢ

に
雪ゆ
き

少す
こ

し
あ
る
の
み
節せ
っ

季き

市い
ち	

れ
い
子

豆ま
め

撒ま
き

や
逃に

げ
足あ
し

遅お
そ

き
村む
ら

の
鬼お
に	

緑
　

新あ
た
ら

し
き
暦こ
よ
み

に
記し
る

す
介か
い

護ご

表ひ
ょ
う	

守
　
人

訪た
づ

ね
き
し
茶ち
ゃ

飲の

み
の
友と
も

と
豆ま
め

を
撒ま

く	

妙
　

少せ
う

雪せ
つ

や
つ
ま
ん
な
か
ろ
う
む
か
し
の
子こ	

壽
　
子

パ
ン
の
店み
せ

行ゆ

き
は
晴せ
い

天て
ん

帰き

路ろ

は
雪ゆ
き	

フ
ミ
子

雪ゆ
き

を
待ま

つ
ス
キ
ー
場じ
ょ
う

に
は
人ひ
と

気け

無な

く

枯か
れ

芝し
ば

の
み
の
ゲ
レ
ン
デ
広ひ
ろ

し	

高
橋
春
枝

積せ
き

雪せ
つ

に
幾い
く

年ね
ん

耐た

へ
て
成せ
い

長ち
ょ
う

の

杉す
ぎ

林ば
や
し

の
杉す
ぎ

限か
ぎ

り
な
く
伸の

ぶ	

内
山
キ
ク

八は
ち

十じ
ゅ
う

の
今き
ょ

日う

届と
ど

き
た
る
シ
ル
バ
ー
カ
ー

胸む
ね

弾は
ず

ま
せ
て
荷に

を
解ほ
ど

き
た
り	

麻
績
初
恵

言こ
と

葉ば

な
き
人ひ
と

ら
の
多お
お

き
院い
ん

内な
い

に

夫つ
ま

は
手て

を
上あ

げ
て
あ
い
さ
つ
始は
じ

む	

滝
沢
勝
枝

大お
お

き
目め

の
お
は
ぎ
と
花は
な

を
供そ
な

へえ

置お

き

先せ
ん

祖ぞ

を
待ま

ち
ぬ
今き
ょ

日う

彼ひ

岸が
ん

入い

り	

風
巻
京
子

氷ひ

雨さ
め

降ふ

る
夜よ

の
哀あ
い

愁し
ゅ
う

を
感か
ん

じ
つ
つ

明あ

日す

の
段だ
ん

取ど

り
に
夢ゆ
め

繋つ
な

ぐ
吾わ
れ	

鈴
木
綾
子

歩あ
ゆ

み
来き

て
草く
さ

に
坐す
わ

れ
る
わ
が
め
ぐ
り

静し
ず

け
さ
の
中な
か

に
虫む
し

の
声こ
え

細ほ
そ

し	

萩
原
光
之

長
生
学
園

嫁よ
め

の
植う

ゑ
し
三
色し
ょ
く

す
み
れ
は
雪ゆ
き

の
無な

き

大だ
い

寒か
ん

の
庭に
わ

に
輝か
が
や

き
を
増ま

す	
中
村
武
子

枯か

れ
池い
け

に
群む

れ
立た

つ
が
ま
の
穂ほ

一い
っ

斉せ
い

に

風か
ぜ

に
震ふ
る

へ
る
小こ

雪ゆ
き

の
三
月が
つ	

島
田
眞
之

短 歌

俳 句
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議会コーナー
　前月までに100日運動カードを提出いただいた
かたを、このコーナーでご紹介します（敬称略）

健康体力づくり100日運動
＜実施された行事＞
〔２月〕
	 21日	 新潟県町村議会議長会
	 	 定期総会
	 24日	 新潟県後期高齢者医療
	 	 広域連合議会定例会
	 26日	 十日町地域広域事務組合
	 	 議会定例会
	27日～3月16日	 第1回定例会

〔３月〕
	2日～4日	 合同常任委員会
	 6日	 総括質疑締切

＜今後予定されている行事＞
〔４月〕
	 7日	 議会運営委員会
	 7日	 全員協議会
	 9日	 町政事務嘱託員会議
	 14日	 県町村議会議長会議長会議
	 15日	 民生児童委員との懇談会
	 	（総文福祉常任委員会）

 6500日 藤ノ木キミ（堂平）
 3700日 鈴木カヨ（船山新田）
 3300日 和久井かつ子（大割野）
 2700日 志賀春信（船山）、大倉敏雄（小下里）
 2600日 若井栄一（穴山）
 1800日 髙橋昭子（船山）
 1100日 桑原チヨ（秋成）、桑原久美子（秋成）
 600日 福原嘉定（外丸）
 500日 江村リン（押付）
 300日 鈴木キノ（大割野）
 200日 涌井トリ（相吉）
 100日 志賀祥子（船山）、鈴木ヨネ（大割野）、山﨑せい（相吉）
主な運動：ウォーキング、健骨体操、テレビ体操、ラジオ体操他

病
院
歳
時
記

感
染
症
流
行
に
つ
い
て

総
看
護
師
長
　
風
巻
　
眞
理
子

　

今
年
度
は
、
毎
年
流
行
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
加
え
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
発
生
で

日
本
だ
け
で
な
く
、
世
界
中
が
混
乱
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
末
に
は
新
潟
県
内
に
も
感
染
者
が
で
て

お
り
、
皆
さ
ん
不
安
を
抱
え
て
い
る
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

感
染
予
防
の
基
本
は
「
手
洗
い
、
咳
エ
チ
ケ
ッ

ト
」
で
す
。

　

現
在
、
手
指
消
毒
剤
や
マ
ス
ク
が
不
足
の
事

態
で
す
。
こ
の
よ
う
な
事
態
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、

皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
予
防
対
策
が
必
要
で
す
。

以
下
の
こ
と
に
注
意
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

・
外
出
や
人
が
多
く
集
ま
る
室
内
で
の
集
会
等

の
参
加
は
必
要
以
外
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

・
他
人
が
触
れ
る
場
所
（
つ
り
革
や
手
す
り
等
）
に

触
れ
た
後
は
、
鼻
や
口
、
目
な
ど
を
触
ら
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
自
分
自
身
の
健
康
管
理
（
規
則
正
し
い
生
活
や
朝

夕
の
検
温
等
）
を
し
ま
し
ょ
う
。

・
T
V
報
道
だ
け
で
な
く
、
新
潟
県
や
津
南
町

ま
た
は
津
南
病
院
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
情
報

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

　

疑
わ
れ
る
よ
う
な
症
状
が
あ
り
不
安
な
か
た

は
、
十
日
町
保
健
所
が
相
談
セ
ン
タ
ー
に
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

会
社
等
に
勤
務
し
て
厚
生
年
金
や

共
済
組
合
等
に
加
入
し
て
い
る
60
歳

未
満
の
か
た
が
、
退
職
さ
れ
る
場
合

に
は
、
国
民
年
金
に
加
入
す
る
手
続

き
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
会
社
等
を
退
職
さ
れ
る
か

た
の
配
偶
者
で
、
第
三
号
被
保
険
者

の
か
た
は
、
国
民
年
金
保
険
料
を
納

付
す
る
第
一
号
被
保
険
者
へ
の
変
更

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
手
続
き
に
は
、
加
入
し

て
い
た
年
金
の
資
格
喪
失
証
明
書
が

必
要
で
す
。
こ
の
証
明
書
は
、
本
人

も
し
く
は
配
偶
者
が
勤
務
し
て
い
た

会
社
等
か
ら
作
成
し
て
も
ら
い
、
住

民
票
が
あ
る
市
区
町
村
役
場
で
加
入

年
金
の
変
更
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
】

・
六
日
町
年
金
事
務
所

　

℡
０
２
５
‐
７
１
６
‐
０
８
０
０

・
税
務
町
民
課
町
民
班

　

℡
７
６
５
‐
３
１
１
３

　

学
生
納
付
特
例
制
度
に
よ
り
、
保

険
料
の
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
い
る
人

で
、
令
和
２
年
度
も
引
き
続
き
在
学

予
定
の
人
に
は
、
は
が
き
形
式
の
学

生
納
付
特
例
申
請
書
が
送
ら
れ
ま
す
。

４
月
か
ら
も
同
じ
学
校
に
在
学
さ
れ

る
人
は
、
こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項

を
記
入
し
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー
や
在
学

証
明
書
の
添
付
は
不
要
で
す
。

　

在
学
予
定
ど
お
り
で
も
、
学
生
納

付
特
例
を
利
用
せ
ず
納
付
を
希
望
さ

れ
る
場
合
は
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

在
学
校
の
変
更
や
、学
生
で
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
手
続
き
が
必
要
で
す
の

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

会
社
を
退
職
さ
れ
る
皆
様
へ

国
民
年
金
の
加
入
手
続

き
を
忘
れ
ず
に
お
願
い

し
ま
す

学
生
納
付
特
例
の

継
続
を
忘
れ
ず
に
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苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

苗
場
山
麓
ジ
オ
パ
ー
ク

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！

か
く
れ
た

発
見
し
隊
！
魅
力
魅
力

■お問い合わせ
　ジオパーク推進室（なじょもん）　℡765ー 1600

　

春
は
残
雪
と
際
立
つ
ア
バ
ラ
ン
チ
シ
ュ
ー
ト

（
雪
崩
路
）、夏
は
岩
肌
に
繁
茂
す
る
木
々
と
万

年
雪
、秋
は
見
事
な
紅
葉
に
圧
倒
さ
れ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

　

場
所
は
、栄
村
の
上
野
原
集
落
か
ら
苗
場
山

に
向
か
う
道
路
を
行
き
、天
池
を
右
手
に
見
な

が
ら
少
し
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
が
設
置
さ
れ
、デ
ッ
キ
ま
で

は
砂
利
を
転
圧
し
た
ス
ロ
ー
プ（
緩
い
坂
道
）に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

３
月
末
頃
に
は
雪
も
消
え
、付
近
の
車
道
も

開
通
す
る
予
定
で
す
。道
路
状
況
な
ど
に
つ
い

て
は
、秋
山
郷
総
合
セ
ン
タ
ー
と
ね
ん
ぼ
・
電
話

７
６
７
‐
２
２
０
２
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

鳥甲山がせまってくるような眺め

残雪と新緑が美しい春の鳥甲山

　

鯨
の
背
と
形
容
さ
れ
る
、雄
大
で
静
か
な
イ

メ
ー
ジ
の
苗
場
山
。そ
の
苗
場
山
と
は
全
く
違

う
様
相
で
中
津
川
の
対
岸
に
そ
び
え
る
の
が
鳥

甲
山
で
す
。雪
や
雨
、地
震
な
ど
に
よ
っ
て
常
に

そ
の
山
容
は
変
化
し
、荒
々
し
く
険
し
い
姿
を

見
せ
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
鳥
甲
山
の
絶
景
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
、

「
天
池
展
望
台（
通
称
：
鳥
甲
山
の
展
望
台
）」が

完
成
し
ま
し
た
。

　

標
高
は
約
1
，0
0
0
ｍ
、鳥
甲
山
が
せ
ま
っ

て
く
る
よ
う
な
迫
力
満
点
の
眺
望
で
す
。

Ｔ
ａ
ｐ
の
理
念
は

　
「
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
す
る
こ
と

令
和
２
年
度  

会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す

　

Ｔ
ａ
ｐ
は
「
つ
な
が
り
で
人
づ
く
り
と
ま
ち
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
」
を
理
念

と
し
て
ス
ポ
ー
ツ
及
び
健
康
づ
く
り
活
動
や
文

化
活
動
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

近
年
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
普
及
し

急
速
に
社
会
が
変
化
し
て
い
る
中
、
い
つ
の
時
代

も
変
わ
ら
な
い
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切

さ
」
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
度
も
仲
間
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
、
趣

味
づ
く
り
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

現
在
、
Ｔ
ａ
ｐ
及
び
ク
ア
ハ
ウ
ス
津
南
で
は
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
２
月
20
日
号

で
配
布
し
ま
し
た
「
Ｔ
ａ
ｐ
で
い
こ
う
」
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
な
お
、
町
総
合
セ
ン
タ
ー
で
の
教
室

は
４
月
１
日
㈬
か
ら
教
室
を
開
始
し
ま
す
。

　

こ
の
春
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

クアハウス津南【TEL】765-3711【FAX】765-3309

気分スッキリ！アクアエクササイズ♪

大人気の水泳教室 卓球で楽しく、仲間づくりをしましょう
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関根　秀夫さん（谷内）
関谷　礼子さん（東京都） ｝

４月 【なじょもん☎ 765-5511】
日 時 プログラム 金額 対 象

4日㈯ 10:00～12:00 そば打ち　※要予約 1,500 中学年以上

5日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

11日㈯ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

12日㈰ 13:30～15:30 カラムシの糸撚り 1,000 中学年以上

18日㈯ 13:30～15:30 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 500 低学年以上

19日㈰ 9:00～11:00 バードウォッチング 500 低学年以上

25日㈯ 13:30～15:30 縄文人の食を探る～探しに行こう春の味～ 500 低学年以上

26日㈰ 13:30～15:30 アンギン編み初級編 1,000 中学年以上

29日㈬ 9:00～11:00 ブナ林観察会 500 低学年以上

予約受付中 ! 当日受付も可
※ただし定員になり次第締切ります

■人口9,389（−14）　男4,532（−７）　女4,857（−７）

■世帯数3,480（−７）　■転入／ 13　■転出／ 11　■出生／１　■死亡／ 17　■婚姻／１３月１日現在（　）内は前月比

津 南 町 の 人 口

●春季企画展「中井菜央写真展　破れる風景
　/landscape　fragment」
　会　期：4月25日㈯～6月14日㈰
　入場料：無料
　写真家 中井菜央 氏による「雪」を

モチーフにした作品展です。

●バードウォッチング
　日　時：4月5日㈰・11日㈯・19日㈰　9：00～ 11：00
　体験料：500円
　対　象：小学1年生～大人
　春はいろいろな渡り鳥を観察で

きる季節です。なじょもんの森で

観察しましょう。

●特別天然記念物カモシカについて
　カモシカは、特別天然記念物に指定されています

ので、見つけた場合は遠くから見守りましょう。もし、

死亡しているのを見つけた場合は、速やかに教育委

員会文化財班（TEL765-5511）にご連絡ください。放

鳥されている朱鷺も同様となります。

　皆さまのご協力をお願いいたします。

●「なじょもん友の会」会員募集
　なじょもん友の会に加入すると、体験料が半

額・津南町歴史民俗資料館の入館が無料・会報や

体験スケジュールの送付など、さまざまな特典

があります。

　<年会費>
　個人会員　1,000円（小中学生500円）　　家族会員　2,000円
　詳しくは、なじょもんまでお問い合わせください。

『20170106辰ノ口』

ニホンカモシカ

友の会会員証

キビタキ

久保田絃
げん

司
し

（十二ノ木） 純平さん
 早希さん

滝沢　時
とき

菜
な

（赤沢） 勇太さん
 加奈子さん

𠮷野　 雄さん	 （85歳・十二ノ木）

風巻　昻伸さん	 （84歳・大割野）

髙橋　久富さん	 （93歳・秋成）

江村　定一さん	 （84歳・巻下）

根津　咲平さん	 （89歳・船山新田）

大平　義久さん	 （79歳・割野）

中澤　テイさん	 （86歳・中深見）

村山リヤウさん	 （96歳・押付）

福原　𠮷平さん （81歳・外丸）

金子　定治さん	 （86歳・相吉）

伏見　　勝さん	 （76歳・大割野）

橋野　スミさん	 （89歳・子種）

福 善治郎さん	 （89歳・外丸）

反り目幸子さん	 （93歳・中深見）

石澤マサノさん	 （96歳・駒返り）

　

津
南
町
の
一
大
イ
ベ
ン
ト

「
つ
な
ん
雪
ま
つ
り
」を
は
じ

め
と
し
た
、い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ

ン
ト
が
中
止
と
な
り
、取
材
に

出
る
こ
と
も
少
な
く
な
っ
た

１
か
月
で
し
た
。今
回
の
特
集

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
。マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
つ
い

て
調
べ
て
い
る
と
、私
と「
マ

イ
ナ
ち
ゃ
ん
」の
誕
生
日
が

同
じ
こ
と
に
気
が
付
き
ま
し

た（
笑
）私
も
最
近
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
か
ら
申
請
し
て
作
り

ま
し
た
。皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
作
成

し
て
み
て
く
だ
さ
い
！

	

村
山　

拓
也

この紙は
再生紙を
使っています

表
紙
の
写
真　

こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
場
面

で
の
活
用
が
期
待
で
き
る
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
。ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
簡
単
に
申
請

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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